
資料３

議題（３）運行計画の評価・見直しの進め方について 
 

１．評価・見直しの流れ 

評価・見直しの基本的な流れは、連携計画で定めた次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知率 
1年目50％以上 

3年目80％以上 

利用率 
４０％以上 

収支率 
50％以上 

利用者・市民

の意見・要望

バス 

収入調査 

バス 

乗降(OD)調査

バス利用者 

アンケート調査

市民 

アンケート調査

ＣＨＥＣＫ（評価） 

・調査結果から目標の達

成度を評価するととも

に、あらかじめ設定した

見直し基準を参考に、見

直しの方法等を選択 

ＤＯ（実行） 

・実証運行時に目標の達成度

を測るために調査を実施 

ＰＬＡＮ（計画） 

・計画時に評価指標と目標

値を設定 

（１）運行実績や各種調査結果から、目標の達成度を評価 
（２）未達成の目標は改善、達成した目標は継続又は向上を図る 

①収支率は、運行サービスや収入等を評価・見直し 
②利用率は、利用促進策等を評価・見直し 

③認知率は、広報・情報提供等を評価・見直し 

（１）改善・向上計画の作成 

①運行サービスや収入等の改善・向上のための方策 

②利用促進策等の改善・向上のための方策 

③広報・情報提供等の改善・向上のための方策 

（２）改善・向上計画に基づく実証運行・利用促進策等の実施 

 

 

 

 

 

ＡＣＴ（見直し） 

・運行実績、調査結果及

び評価・見直し基準に基

づき、改善計画を検討・

作成 
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２．スケジュール（案） 

評価・見直しのスケジュール（案）を示す。 

 

 
ＤＯ（実行） 

・実証運行時に目標の達成度

を測るために調査を実施 

利用者・市民

の意見・要望

9月～ 

バス 

収入調査 

9月～ 

バス 

乗降(OD)調査

9月30日、12月１０日

バス利用者 

アンケート調査

12月 

市民 

アンケート調査

12月 

専門部会 

市民部会 

軽微な見直し 

パブリックコメント 

分科会・協議会 

協議会 

５月～ 

6月上旬 

3月 

４月 

４月 

説明会 ４月 

見直し（素案）の決定 

（一部軽微な見直しは実施）

分科会 

専門部会 

ＣＨＥＣＫ（評価） 

・調査結果から目標の達

成度を評価するととも

に、あらかじめ設定した

見直し基準を参考に、見

直しの方法等を選択 

1月中旬 

見直し（素案）の作成 

2月上旬 

2月下旬 

ＡＣＴ（見直し） 

・運行実績、調査結果及

び評価・見直し基準に基

づき、改善計画を検討・

作成 

見直し（案）の決定 
バス停の設置・廃止手続
6月 

ダイヤ等の変更手続 
7月 

広報による周知 
8月 

見直した運行内容に 

基づき運行開始 
9月から 

 16



３．各種調査の実施（案） 

（１）バス利用者アンケート調査 
 

①概要 

・目的：平日・休日各 1 日のオレンジゆずるバスの利用者全員に対して、ルートの

満足度や見直しニーズの把握を調査する。 

・期間：12 月上旬の平日・日曜日各 1日 

・対象：オレンジゆずるバスの利用者 

・方法：アンケート調査票を車内で手渡し配布、郵送回収 

 

②バス利用者アンケート調査内容（案） 

・項目：当日の利用目的、目的地、精算方法、乗継割引、運行情報、満足度、良い

点、悪い点、運行内容の見直し 

 

（２）市民アンケート調査 
 

①概要 

・目的：オレンジゆずるバスの利用者、非利用者を問わず、市民全体に対して認知

率・利用率などを調査する。 

・期間：12 月上旬～12 月中旬 

・対象：小学１年生以上の全箕面市民を対象に、無作為抽出した 2000 人 

・方法：アンケート調査票を郵送配布、郵送回収 

 

②市民アンケート調査内容（案） 

・項目：認知率、利用率、利用目的、良い点、悪い点、普段の移動方法、運行内容

の見直し、必要性、満足度 
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